
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

第３４号 平成２５年４月 発行 
                                                                                                               

①梓山
ずさやま

道路改良工事◆山和建設㈱ 

区間：米沢市万世町梓山～米沢市中田町地内 

工期：Ｈ２５年３月～Ｈ２５年９月 

内容：梓山地区で切土した土砂を中田地区に運搬・盛土

する工事 

工事関係の車両には、上のよう

なステッカーを貼ります。○の数

字は、工事についている数字を

表示します。お気づきの点など

ありましたら、ご連絡下さい。 

 

②桑山
くわやま

道路改良工事◆置賜建設㈱ 

区間：米沢市万世町桑山～米沢市川井地内 

工期：Ｈ２５年３月～Ｈ２５年９月 

内容：桑山地区で切土した土砂を桑山及び川井地区に 

運搬・盛土する工事 

④米沢ＩＣ道路改良工事◆㈱後藤組 

区間：米沢市万世町桑山～米沢市川井地内 

工期：Ｈ２５年３月～Ｈ２５年１０月 

内容：米沢ＩＣ（仮称）付近で切土した土砂を川井地区等

に運搬・盛土する工事 

③万世
ばんせい

地区構造物工事◆置賜建設㈱ 

区間：米沢市万世町桑山～米沢市万世町金谷地内 

工期：Ｈ２５年３月～Ｈ２５年１０月 

内容：万世高架橋（仮称）の橋の土台と（全７基のうち２

基）道路ボックス１基を造る工事 

⑤川井
か わ い

地区道路改良工事◆㈱松田組 

区間：米沢市川井～米沢市窪田町小瀬地内 

工期：Ｈ２５年３月～Ｈ２５年９月 

内容：他工事の土砂を利用して川井地区に運搬・盛土、

藤泉橋の土台（全２基のうち１基）を造る工事 



 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
昭和４１年以降、万世大路は廃道となって

おり、昭和４７年頃の落盤によって栗子隧道

は通行ができなくなってしまいました。米沢

側では、栗子山隧道と栗子隧道の坑口がふた

つ並んでおり、今でも大自然の中にひっそり

歴史の足跡を残しています。 

 

 

ご意見・お問い合わせ先 
国土交通省 東北地方整備局 

山形河川国道事務所 米沢監督官詰所 
 

〒992-0011 山形県米沢市中田町 260-2 

TEL：0238-37-5570 FAX：0238-37-5575 

 明治以前の福島から米沢間は、伊達政宗が開いたといわれる米沢街

道（現ＪＲ奥羽本線沿いの板谷峠越えの道）が主でした。周囲を山に

囲まれた置賜地方は農業が盛んに行われておりましたが、せっかく収

穫した農作物の輸送手段には必ず峠を越えなければならず、荷車や牛

馬の交通はもちろん物資の輸送には大変な苦労をしていたそうです。 

明治９年に鶴岡・山形・置賜の３つの県が合併し、山形の初代県令

(現在の県知事)として三島通庸が任命されました。県令は、県政方針

の第一を道路建設として、米沢・福島・関東を結ぶ「栗子峠道」の新

道計画を立てました。同年１２月には米沢郊外の刈安隧道の掘削から

はじめて、続いて栗子山隧道の工事にも着工しました。工事は、当時

の幼稚な土木技術では堅い岩盤と丈余の積雪には歯が立たず、難工事

だったそうです。そのため、アメリカ製の穿孔機を購入！これは当時、

とても貴重な機械でアメリカとイギリスに１台ずつしかなく、日本で

３台目のもので、抗夫の手掘り掘削と比較すると、実に３０人分の力

を持ちます。 

このようにして、西から穿孔機、東からは手掘りで工事は進められ

明治１３年に貫通し、翌年１０月に明治天皇を迎えて開通式を行いま

した。こうして、山形から関東地方への人馬車の交通が初めて可能と

なり、明治天皇より「萬世(万世)大路」と名付けられたのでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗子山隧道（延長 867.6ｍ）は 

日本初の長大トンネル！ 
ほぼ山頂に近い標高880ｍのところを 

通過しました！ 

記念碑 

（明治天皇御休憩跡） 

【初代】栗子山隧道 
（明治９年～明治１４年施工） 

至
米
沢 

至
米
沢 

至
秋
田 

至
福
島 

 

苅安新道 

中野新道 
大滝 

【二代目】 栗子隧道 
（昭和８年～昭和１２年施工） 

板谷峠 

      米沢街道        （天文１８年～明治３２年） 

          万世大路        （明治１４年～昭和４０年） 

          国道１３号     （現在使われている国道） 

           トンネル 

            奥羽本線 

山形県 福島県 

 

西栗子トンネル 東栗子トンネル 

二ッ小屋隧道 

この２つの隧道は隣合わせにあります！ 

※苅安新道・中野新道（万世大路建設中の呼び名） 

○福島側→中野新道 

○山形側→苅安新道 

 

ぬぬ
けけ
たた
りり
とと
呼呼
ぶぶ
一一
声声
にに
夢夢
ささ
めめ
てて  

  

通通
うう
もも
うう
れれ
しし  

穴穴
のの
初初
風風  

突突
貫貫
しし
、、
錐錐
とと
錐錐
とと
のの
ゆゆ
きき
逢逢
いい
はは  

  

結結
びび
のの
神神
のの  

恵恵
みみ
なな
るる
らら
むむ  

  
昭和に入り栗子山隧道を拡幅し、栗子隧道となります！ 

◆開通１ヶ月の交通状況◆ 
・１日の通行人・・・７０人～１２０人 

・荷車・・・・・・・・・・６台～２１台 

《隧道付近から見える栗子山の景色》 


